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Topics：令和元年度県内主要官公庁役付職員配置
建築士事務所のための法律相談窓口が簡単に!
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長楽寺の家

≪建物概要≫

≪設計主旨≫
広島市郊外の、まだ田園風景の残る敷地に計画した、
設計者本人の自宅兼アトリエ事務所の建物である。地元
の木と、土、紙、緑の樹 を々ふんだんに使って計画するこ
とを基本コンセプトに、緑豊かな庭と、太陽の光と仲良く
する家を、一体的に計画した。1階事務所横の、玄関土
間には、薪ストーブを設置して、真冬でも、このストーブ
から放熱される暖かい熱を、家じゅうに行き渡らせるよう
に、空気の流れを工夫して、間仕切りの少ないワンルーム
空間としている。これにより冬場の暖房は、エアコンなど
の電気、石油エネルギーをいっさい使わず、家族3人とワ
ンコ1頭、心地よく、より暖かく、火のある暮らしを楽しん
でいる。大工さんの手によって、手刻みされた木材の架構
も、ほとんど隠さない、真壁工法とし、屋根の登り梁の
架構も、美しく見せることにより、視覚的にも心地よく、手
触りも木のぬくもりの感じられる設えとした。
外観は、深い軒の切妻屋根に守られた、あたかも以前
からこの地に建っていたかのような、風景に溶け込む佇ま
いと、素材選び、色選びとした。家の周りの庭には、樹木
や花をたくさん植えることにより、１０年後、この家が、雑
木林の中にあるような、気持ちのいい、街のシンボル的な
空間になることを目論み、楽しみにしている。

：広島市安佐南区長楽寺
：暮らしの工房　楽　
　　二級建築士事務所　清原　博幸
：暮らしの工房　楽
：２０１３．１１～２０１４．７
：木造軸組み工法2階建て（手刻み加工）
：１３１．１４㎡
：暮らしの工房　楽　アトリエ　兼　自宅

所 在 地
設計・庭デザイン

施 工 者
工 期
構造規模
床 面 積
建物用途

緑豊かな庭に囲まれ、深い軒の外観

光あふれる2階家族室

玄関土間の薪ストーブ

▲ �豊かな緑の木々をくぐり
抜ける玄関アプローチ

▲清原博幸（設計者）�
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■今月の表紙タイトルバック／日本の伝統色
　初恋薊　はつこいあざみ
　�風薫り楚たるきみを知り初めし…薊のあの深い紫。
　五月の野には菖蒲も咲き目をなごます。
　（十日町織物工業協同組合策定きもの誕生色より）



令和元年度 県内主要官公庁役付職員配置

広　島　県

（事）事務職　（建）建築職　（土）土木職　（電）電気職　（機）機械職
【31 . 4 . 1】

国土交通省 中国地方整備局

〒730-8511　広島市中区基町 10－52　　TEL（082）228－2111

〒730-8530　広島市中区上八丁堀 6－30　TEL（082）221－9231
（　）内は前職です

 《本　庁》 土木建築局　　　　　　
都市建築技術審議官　 【建　築　課】
　友道　康仁（土）　　課　　　長　　吉田　勝則（建）　　　建築安全担当　　　主　　査　山下　和彦（建）
　　　　　　　　　　参　　　事　　兼原　浩樹（建）　　　建築指導ＧＬ　　　主　　査　田原　　修（建）
建築技術部長　　　　参　　　事　　蒲原　克兒（建）　　　構造審査ＧＬ　　　主　　査　益永　英治（建）
　的場　弘明（建）　　参　　　事　　川口　浩二（電）　　　建築士ＧＬ　　　　主　　幹　坂江　知雄（事）
　　　　　　　　　　参　　　事　　石井　弘樹（機）　　　宅建業ＧＬ　　　　主　　査　若山　哲朗（事）
　　　　　　　　　　 【住　宅　課】　　　　　　
　　　　　　　　　　課　　　長　　河野　　龍（建）　　　住宅総務ＧＬ　　　主　　査　吉田　美紀（事）
　　　　　　　　　　住宅管理担当監　  有村　泰宣（事）　　　住宅企画ＧＬ　　　主　　査　坪郷　一也（建）
　　　　　　　　　　参　　　事　　平川　伸行（建）　　　住宅指導ＧＬ　　　主　　査　中谷　朋子（建）
　　　　　　　　　　参　　　事　　北台　幸祐（建）　　　住宅管理ＧＬ　　　主　　幹　山口　安夫（事）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅収納ＧＬ　　　主　　幹　西川規功枝（事）
　　　　　　　　　　 【営　繕　課】　　　　　　　
　　　　　　　　　　課　　　長　　川畠　　満（建）　　　営繕企画ＧＬ　　　主　　査　原田　慎治（建）
　　　　　　　　　　設備工事担当監　  冨田　　潔（機）　　　一般営繕ＧＬ　　　主　　幹　池上　義雄（建）
　　　　　　　　　　耐震工事担当監　  石井　正樹（建）　　　庁舎営繕ＧＬ　　　主　　査　保本　尚久（建）
　　　　　　　　　　参　　　事　　宮本　洋一（建）　　　住宅営繕ＧＬ　　　主　　査　平田　　衡（建）
　　　　　　　　　　参　　　事　　奥野　功貴（建）　　　学校営繕第一ＧＬ　主　　査　横川　裕一（建）
　　　　　　　　　　参　　　事　　新矢　晃子（建）　　　学校営繕第二ＧＬ　主　　査　日高　昌文（建）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　警察営繕ＧＬ　　　主　　査　長崎　　聖（建）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電気設備第一ＧＬ　主　　幹　名郷　忠義（電）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電気設備第二ＧＬ　主　　幹　山口　晃生（電）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械設備第一ＧＬ　主　　査　小鳥田博夫（機）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械設備第二ＧＬ　主　　査　菊田　敬一（機）

【営繕部】　　　営 繕 部 長　　　　中　山　義　章（国土交通本省　大臣官房官庁営繕部整備課　木材利用推進室長）
  営 繕 調 査 官　　　　海老原　　　仁
  営繕品質管理官　　　　岡　林　晃　二（中国地方整備局　営繕部　官庁施設管理官）
  設備技術対策官　　　　石　川　雅　己（中国地方整備局　営繕部　調整課長）
  官庁施設管理官　　　　小　嶋　暢　之（中部地方整備局　営繕部　整備課長補佐）
  計 画 課 長　　　　山　下　雅　文（国土交通本省　大臣官房官庁営繕部計画課　官庁施設ストック高度化推進官）
  調 整 課 長　　　　森　田　良　次（近畿地方整備局　営繕部　整備課長補佐）
  整 備 課 長　　　　山　下　真　一
  技術・評価課長　　　　平　田　幸　夫（近畿地方整備局　営繕部　技術・評価課長補佐）
  保全指導・監督室長　　田　所　　　剛
  岡山営繕事務所長　　　永　倉　　　剛（関東地方整備局　営繕部　調整課長補佐）
【建政部】  建 政 部 長　　　　田井中　靖　久
  建設産業調整官　　　　岸　　　利　一（中国地方整備局　建政部　不動産適正取引対策官）
  都 市 調 整 官　　　　後　藤　英　夫（中国地方整備局　道路部　交通対策課長）
  住 宅 調 整 官　　　　福　冨　真　治
  計画・建設産業課長　　牧　野　健　二（国土交通本省　国土政策局　総務課総務係長）
  都市・住宅整備課長　　辻　野　　　満
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広　島　市 〒730-8586　広島市中区国泰寺町1－6－34　　TEL（082）245－2111

《本　庁》
【都市整備局】
　　都市整備局長  都市計画担当部長  都市デザイン担当課長　金　澤　正　裕
　　　中　村　　　純  　萬ヶ原　伸　二 
　　指導担当局長  指　導　部　長　　  建築指導課長　　　宮　本　佳　彦
　　　胡麻田　泰　江  　薬師地　直　樹 
  営繕部長（兼）営繕課長  耐震対策担当課長　小　林　礼　幸
  　城　戸　宏　行 
  住　宅　部　長　　  住宅政策課長　　　横　山　太　造
  　藤　井　泰　典  基町住宅担当課長　空　田　英　明
    住宅整備課長　　　阿

あ
舎
せ
利
り
　孝　之

《区役所》
中 区 役 所  建築担当部長（兼）建築課長　　梶　川　彰　彦 
東 区 役 所    建　築　課　長　　井　上　裕　之
南 区 役 所    建　築　課　長　　石　井　哲　郎
西 区 役 所  建築担当部長（兼）建築課長　　久保田　　　進 
安佐南区役所    建　築　課　長　　中　島　崇　秀
安佐北区役所    建　築　課　長　　塚　田　忠　則
安芸区役所    建　築　課　長　　外　垣　誠　治
佐伯区役所    建　築　課　長　　西　村　博　基

 《地方機関》　　　　　　　　
西部建設事務所　　　　　　　　
所　　　長       【建　築　課】　　　
　石井　和夫（土）  次長（兼）政策監  稲角　亮次（事）  建 築 課 長  北本　拓也（建）
  次　　　長  寺田　清明（事）  審査第一係長  河野　郁子（建）
  次　　　長  下川　英明（土）  主幹（兼）審査第二係長  田坂　敦志（建）
  次　　　長  三上　公彦（土）  検査指導係長  谷口  享子（建）
東部建設事務所　　　　　　　　
所　　　長       【建　築　課】　　　
　上田　隆博（土）  次長（兼）政策監  大石　幸司（事）  建 築 課 長  松井　　稔（建）
  次　　　長  寺尾　直樹（土）  審 査 係 長  久留嶋正昭（建）
      住 宅 係 長  道方　厳男（建）
北部建設事務所　　　　　　　　
所　　　長       【建　築　課】　　　
　中本　俊幸（土）  次長（兼）政策監  信政　幸伸（事）  建 築 課 長  濵井　寿光（建）
  次　　　長  高森　真司（土）  主　　　査  戸田　恭子（建）
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土　木　部 　  営　繕　課
　部　　　長　北岡　宏昭 課　　　長　平本　　力 営繕第1G　課長補佐（ＧＬ）　前田　康彦
　副　部　長　板橋　新吾 課 長 補 佐　下光　安幸 　　　　　　専門員　　　山川慎太郎
（営繕担当） 　　　　　　専門員　　　東　　克俊

　　　　　　専門員　　　藤井　大樹
営繕第2Ｇ　課長補佐（ＧＬ）　山田　和重
　　　　　　専門員　　　井原　真琴
設備第1Ｇ　課長補佐（ＧＬ）　箱﨑　宏志
　　　　　　専門員　　　西下　宏満
　　　　　　専門員　　　世羅　勇人
設備第2Ｇ　課長補佐（ＧＬ）　厚井　一史
　　　　　　専門員　　　上本　成夫

都　市　部 建築指導課
　部　　　長　近藤　昭博 課　　　長　永田　幹夫 建築確認Ｇ　専門員（ＧＬ）　垣中　太郎
　副　部　長　高木　賢一 　　　　　　専門員　　　石川　徳信
（建築指導担当） 　　　　　　主　査　　　原　　恵里

空家対策Ｇ　専門員（ＧＬ）　山口　宗久
　　　　　　専門員　　　小舛林太郎
　　　　　　専門員　　　下原　冬樹
　　　　　　主　査　　　長重　忠昭

呉　　　市 〒737-8501　呉市中央4丁目1－6　　TEL（0823）25－3100

建　設　局
建 築 部 長
　渡邉　桂司（技） 営　繕　課　長　石川　康信（技） 　　次長（営繕第1担当）  小林　大軸（技）

　　次長（営繕第2担当）  渡辺　早苗（技）
　　次長（営繕第3担当）  田上　敦紀（技）
　　次長（営繕第4担当）  槇田　　博（技）
　　次長（総合体育館建設担当）  川ノ上智喜（技）

設　備　課　長　藤井　秀憲（技） 　　次長（設備第1担当）  小林　良弘（技）
　　次長（設備第2担当）  佐藤　壽一（技）
　　調整員（政策担当）  唐下　正典（技）

住　宅　課　長　石口　和寛（事） 　　次長（住宅政策担当）  澁谷　浩良（事）
　　次長（計画担当）  近藤　秀雄（事）
　　次長（管理担当）  塩見　洋平（事）

建築指導課長　　村上　正人（技） 　　次長（建築相談窓口担当）  豊田　智秋（技）
　　次長（審査・検査担当）  芝　　雅浩（技）
　　次長（指導・査察担当）  河村　　亮（技）

福　山　市 〒720-8501　福山市東桜町3－5　　TEL（084）921－2111

都　市　部 建　築　課
部長 課長　 課長補佐兼建築係長 専門員
　田坂 　昇（主事） 　細谷　一彦（技師） 　青山　真士（技師） 横山　雅一（技師）

主幹 建築確認担当主幹兼
　笠井　壮一（技師） 建築確認指導係長事務取扱

　笠井　壮一（技師）

尾　道　市 〒722-8501　尾道市久保1丁目15－1　　TEL（0848）38－9111（代表）
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三　原　市 〒723-0015　三原市港町3丁目5－1（市庁舎）
　　　　　　建築課TEL（0848）67-6121（直通）　建築指導課TEL（0848）67-6122（直通）

都市部 部　　長 建　築　課　　課　　長　　山本　裕章 建 築 係 長  吉田　正治
　中間　真二 設 備 係 長  髙橋　和幸

住宅対策課　　課　　長　　森坂　純也 課長補佐兼住宅係長  香川　誉之
　TEL（0848）67-6120（直通）
空家対策係長  宗近　誠治
　TEL（0848）67-6178（直通）

建築指導課　　課　　長　　白須　浩和 建築指導係長  段　　和徳
開発審査係長  古島　克彦

三　次　市 〒728-8501　三次市十日市中2丁目8－1　　　TEL（0824）62－6385

建設部長 坂　井　泰　司
建設部付課長 白　石　　　崇
都市建築課長  大　前　安　史
　建築指導係長 山　田　真　司
　都市計画係長 藤　川　賢　治

廿 日 市 市 〒738-8501　廿日市市下平良一丁目11－1　　TEL（0829）20-0001

建設部 営　繕　課　　課　　長　石　田　将　久 営繕第1係長　齊　藤　　　誠（技）
　部　　　長 　TEL（0829）30-9175（直） 営繕第2係長　中　田　晋太郎（技）
　　河　崎　勝　也 営繕第3係長　星　野　篤　史（技）
　都市建築担当部長
　　久　保　伸　治 建築指導課　　課　　長　坂　本　一　孝 建築審査係長（兼）　泊　野　利　海（技）
　次　　　長 　　　　　　　課長補佐　泊　野　利　海 建築指導係長　　濱　田　大　介（技）
　　中　野　祥　司 　TEL（0829）30-9191（直）

住宅政策課　　次長兼課長　中　野　祥　司 住宅企画係長　　大　江　芳　貴（技）
　TEL（0829）30-9187（直）

東 広 島 市 〒739-8601　東広島市西条栄町8－29　　TEL（082）422－2111（代表）

都市部 建築指導課　課　　長　大髙下　利　彦 課長補佐兼建築指導係長 久　保　賢　一
　部　　長 　TEL（082）420-0956(建築指導課直通) 建築審査係長 佐　古　智　之
　　加　藤　博　明
　建築調整監 営　繕　課　課　　長　河　野　洋　介 課長補佐兼営繕第1係長 服　部　洋　介
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事 務 連 絡

平成 年 月 日

一般社団法人 日本建築士事務所協会連合会 ご担当者様

国土交通省住宅局住宅生産課

次世代住宅ポイント制度における証明書の作成について（ご協力のお願い）

平素より住宅行政の推進にご協力をいただき、誠に有難うございます。

本年 月に予定されている消費税率引上げに伴い、税率引上げ後の住宅に関する需要

変動の平準化を図る支援策として、消費税率 ％で一定の性能を有する住宅の新築やリ

フォームを行う方に対し、商品と交換可能なポイントを発行する次世代住宅ポイント制度

を実施することとしています。

本制度の実施にあたり、住宅の新築等を行った方がポイントの発行申請を行うにあたっ

て、一定の性能等を満たすことを証明する書類の提出が必要となりますが、以下に掲げる

証明書について、ポイントの発行申請を予定している方（以下「申請者」という。）から

の依頼に応じて、建築士事務所に所属する建築士の方に証明書を作成いただく場合があり

ます。

建築士の方におかれましては、申請者より証明書の作成依頼があった場合、ご協力いた

だきたく、この旨、貴団体傘下会員へご周知いただきますようよろしくお願いします。な

お、各証明書の様式については、次世代住宅ポイント事務局のホームページより入手可能

です。また、証明書の作成に要する費用は証明書を作成する建築士が定めることができる

ものとします。

＜建築士の方に証明いただく場合がある証明書＞

１．【新築】「次世代住宅ポイント制度用耐震性能証明書（耐震性なし）」（別添１）

本制度では、新築住宅に対して発行するポイントとして、耐震性を有しない住宅を除

却する者が行う注文住宅の新築または分譲住宅の購入に対して、 万ポイントを発行

することとしています。

本ポイントの発行を申請するにあたっては、耐震性を有しないこと（旧耐震基準で建

築されたこと）を証明する書類の提出を求めており、以下の①～③のいずれかにより確

認することとしています。

① 建築確認がなされた日付が昭和 年 月 日以前の建築確認済証等

② 表示登記がなされた日付が昭和 年 月 日以前である登記事項証明書

③ 次世代住宅ポイント制度用耐震性能証明書（耐震性なし）

①または②の書類がない場合の証明書として、本制度独自の様式として、建築士の方

に耐震性を有しないこと（旧耐震基準で建築されたこと）を証明いただく③の様式を用

意しています。本証明書について、申請者より作成依頼があった場合にはご協力いただ

きますようよろしくお願いします。

２．【リフォーム】「耐震改修証明書」（別添２）

本制度では、リフォームに対して発行するポイントとして、耐震改修工事に対して、

万ポイントを発行することとしています。

本ポイントの発行を申請するにあたっては、耐震改修を行ったことを証明する書類の

提出を求めており、以下の④～⑥のいずれかにより確認することとしています。

④ 次世代住宅ポイント制度用耐震性能証明書

⑤ 増改築等工事証明書の写し（第４号工事（耐震改修工事）を含むものに限る。）

⑥ 住宅耐震改修証明書の写し

これらの書類のうち、建築士の方が耐震改修を行ったことを証明する書類として、リ

フォームに関する減税制度の適用を受ける際に用いられる⑤の書類のほか、本制度独自

の様式として④の様式を用意しています。本証明書について、申請者より作成依頼があ

った場合にはご協力いただきますようよろしくお願いします。

３．【リフォーム】「次世代住宅ポイント制度用インスペクション実施証明書」（別添３）

本制度では、リフォームに対して発行するポイントとして、インスペクションの実施

に対して、７千ポイントを発行することとしています。

本ポイントの発行を申請するにあたっては、インスペクションを行ったことを証明す

る書類の提出を求めており、以下の⑦または⑧のいずれかにより確認することとしてい

ます。

⑦ 次世代住宅ポイント制度用インスペクション実施証明書

⑧ 建物状況調査の結果の概要

これらのうち、建築士（国の登録を受けた既存住宅状況調査技術者講習を修了した者

に限る）の方がインスペクションを実施したことを証明する書類として、宅地建物取引

時の重要事項説明の際に用いる⑧の書類のほか、本制度独自の様式として⑦の様式を用

意しています。本証明書について、申請者より作成依頼があった場合にはご協力いただ

きますようよろしくお願いします。

（参考）

・国土交通省住宅局ＨＰ「次世代住宅ポイント制度について」

≪お問い合わせ先≫

国土交通省住宅局住宅生産課 電話：０３－５２５３－８１１１（代表）

担当：住宅ｽﾄｯｸ活用・ﾘﾌｫｰﾑ推進官 松井康治（内線３９４６３）

係長 塙 洋介（内線３９４２８）

係長 大町晃央（内線３９４７１）

次世代住宅ポイント事務局

ホームページ ：

コールセンター：０５７０－００１－３３９（ナビダイヤル）

（ 電話からのご利用 ０４２－３０３－１５５３）

受付時間：９：００～１７：００（土・日・祝日を含む）
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月

日
以
降
の
建
築
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る

※
2

平
成

年
月

日
以
降
、
取
壊
前
に
現
地
の
住
宅
の
状
況
を
確
認
し
た
日
。
（
必
ず

現
地
を
確
認
し
て
発
行
。
取
壊
後
の
確
認
日
は
対
象
外
）

耐
震
性

を
有

し
な

い
こ

と
の
確

認
を

行
っ

た
住

宅
の

情
報

証
明
を

行
っ

た
建

築
士

の
情
報

次
世

代
住

宅
ポ

イ
ン

ト
制

度
用

耐
震

性
能

証
明

書
（

耐
震

性
な

し
）

新
築

以
上

記

※
一
級
建
築
士
の
場

合
は

、
記

入
不

要
。

（
指

定
）

証
明
を
行
っ
た
建
築
士

印
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住
宅

の
種

別
□

一
戸

建
て

□
共

同
住

宅
等

（
総

戸
数

※
２

戸
／

階
数

※
３

）

所
在

地

〒

発
注

者
名

工
事

期
間

工
事

着
手

日
年

月
日

工
事

完
了

日
年

月
日

建
築

士
の

種
別

□
一
級
建
築
士

□
二
級
建
築
士

□
木
造
建
築

士
登

録
を

受
け

た
都

道
府

県
※
４

建
築

士
氏

名
登

録
番

号

証
明

を
行

っ
た

建
築

士
が

所
属

す
る

建
築

士
事

務
所

の
情

報

所
属

事
務

所
名

電
話

番
号

登
録

年
月

日
年

月
日

登
録

番
号

事
務

所
の

種
別

□
一
級
建
築
士

□
二
級
建
築
士

□
木
造
建
築

士

年
月

日

※
１

昭
和
５
６
年
５
月
３
１
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
現
行
の
耐
震
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
も
の
。

※
２

住
宅
以
外
の
用
途
で
専
用
使
用
さ
れ
て
い
る
部
分
（
店
舗
、
事
務
所
等

）
を
除
き
ま
す
。

※
３

地
下
部
分
も
含
め
た
階
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

耐
震
改

修
が

行
わ

れ
た

住
宅

※
1
の

情
報

証
明
を

行
っ

た
建

築
士

の
情
報

上
記

の
住

宅
に

つ
い
て
、
住
宅
耐
震
改
修
の
要
件
を
満
た
す

こ
と

を
証

明
し

ま
す

。

次
世

代
住

宅
ポ

イ
ン

ト
制

度
用

耐
震

改
修

証
明

書

リ
フ
ォ
ー
ム

記

以
上

※
４

一
級
建
築
士
の
場
合
は
、
記
入
不
要
。

（
指
定
）

令
和

元
１

１
２

０

✓

×
東
京
都
千
代
田
区
〇
〇
町

改
修

太
郎

令
和

元
令

和
元

✓
東
京
都

建
築

士
郎

ケ
ン
チ
ク

シ
ロ
ウ

東
京
都

知
事

登
録

第
△
号

建
築

士
郎

建
築

士
郎
二
級

建
築
士
事

務
所

✓

平
成

建 築

東
京
都

知
事

登
録

第
×
号

証
明
を
行
っ
た
建
築
士

別
添
２

住
宅

の
種

別
□

一
戸

建
て

□
共

同
住

宅
等

（
総

戸
数

※
２

戸
／

階
数

※
３

）

所
在

地

〒

発
注

者
名

工
事

期
間

工
事

着
手

日
年

月
日

工
事

完
了

日
年

月
日

建
築

士
の

種
別

□
一

級
建

築
士

□
二

級
建

築
士

□
木

造
建

築
士

登
録

を
受

け
た

都
道

府
県

※
４

建
築

士
氏

名
登

録
番

号

証
明

を
行

っ
た

建
築

士
が

所
属

す
る

建
築

士
事

務
所

の
情

報

所
属

事
務

所
名

電
話

番
号

登
録

年
月

日
年

月
日

登
録

番
号

事
務

所
の

種
別

□
一

級
建

築
士

□
二

級
建

築
士

□
木

造
建

築
士

年
月

日

※
１

昭
和
５
６
年
５

月
３

１
日

以
前

に
着

工
さ

れ
た

住
宅

で
現

行
の

耐
震

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

も
の

。
※
２

住
宅
以
外
の
用

途
で

専
用

使
用

さ
れ

て
い

る
部

分
（

店
舗

、
事

務
所

等
）

を
除

き
ま

す
。

※
３

地
下
部
分
も
含

め
た

階
数

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

耐
震
改

修
が

行
わ

れ
た

住
宅

※
1
の

情
報

証
明
を

行
っ

た
建

築
士

の
情
報

上
記

の
住

宅
に

つ
い
て
、
住
宅
耐
震
改
修
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。

次
世

代
住

宅
ポ

イ
ン

ト
制

度
用

耐
震

改
修

証
明

書

リ
フ
ォ
ー
ム

記

以
上

※
４

一
級
建
築
士
の

場
合

は
、

記
入

不
要

。

（
指
定
）

証
明
を
行
っ
た
建
築
士

印
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以
下

の
住

宅
に

つ
い
て
、
既
存
住
宅
状
況
調
査
方
法
基
準
（

平
成

２
９

年
国

土
交

通
省

告
示

第
８

２
号

）
に

適
合

す
る

既
存

住
宅
状
況
調
査
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
証
明

し
ま

す
。

調 査 の 概 要

依
頼

主
氏

名
改

修
太

郎
様

※
本

制
度

の
申

請
者

で
あ

る
こ

と

調
査

の
実

施
日

平
成

・
令

和
元

年
１

０
月

１
５

日

調
査

の
区

分
□

一
戸

建
て

の
住

宅

□
共

同
住

宅
等

※
住

戸
型

の
み

対
象

（
住

棟
型

は
対

象
外

）

住 宅 の 情 報

所
在

地

〒
×

東
京

都
千

代
田

区
〇

〇
町

２
－

２
－

２

（
共

同
住

宅
の

場
合

は
以

下
を

記
入

）

マ
ン

シ
ョ

ン
等

の
名

称
部

屋
番

号

建 物 状 況 調 査 実 施 者

①
申
請
者
か
ら
依
頼
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
の
情
報
（
元
請
け
）

建
築

士
事

務
所

名
調

査
花

子
建

築
士

事
務

所
電

話
番

号
×

登
録

年
月

日
平

成
２

９
年

１
０

月
１

５
日

登
録

番
号

事
務

所
の

種
別

□
一

級
建

築
士

□
二

級
建

築
士

□
木

造
建

築
士

②
調
査
を
実
施
し
た
建
築
士
が
所
属
す
る
建
築
士
事
務
所
の
情
報
（
委
託
先
）

①
と

同
じ

事
務

所
の

場
合

は
チ

ェ
ッ

ク
（

②
は

記
入

不
要

）

建
築

士
事

務
所

名
電

話
番

号

登
録

年
月

日
年

月
日

登
録

番
号

事
務

所
の

種
別

□
一

級
建

築
士

□
二

級
建

築
士

□
木

造
建

築
士

③
建
築
士
の
情
報

調
査

を
実

施
し

た
建

築
士

の
氏

名

チ
ョ
ウ
サ

ハ
ナ
コ

印
調

査
花

子

建
築

士
の

種
別

□
一

級
建

築
士

□
二

級
建

築
士

□
木

造
建

築
士

登
録

を
受

け
た

都
道

府
県

※
１

建
築

士
登

録
番

号

④
調
査
し
た
建
築
士
の
受
講
し
た
講
習
の
情
報

実
施

講
習

機
関

○
×

協
会

修
了

証
明

書
番

号
△

令
和

元
年

１
０
月

２
０
日

次
世

代
住

宅
ポ

イ
ン

ト
制

度
用

イ
ン

ス
ペ

ク
シ

ョ
ン

実
施

証
明

書

リ
フ
ォ
ー
ム

※
１

一
級
建
築
士
の
場
合
は
、
記
入
不
要
。

（
指
定
）

✓

✓

✓

調 査

✓

東
京
都
知
事
登
録

第
△
号

第
×
号

別
添
３

以
下

の
住

宅
に

つ
い
て
、
既
存
住
宅
状
況
調
査
方
法
基
準
（
平
成
２
９
年
国
土
交
通
省
告
示
第
８
２
号
）
に

適
合

す
る

既
存

住
宅
状
況
調
査
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。

調 査 の 概 要

依
頼

主
氏

名
様

※
本

制
度

の
申

請
者

で
あ

る
こ

と

調
査

の
実

施
日

平
成

・
令

和
年

月
日

調
査

の
区

分
□

一
戸

建
て

の
住

宅

□
共

同
住

宅
等

※
住

戸
型

の
み

対
象

（
住

棟
型

は
対

象
外

）

住 宅 の 情 報

所
在

地

〒

（
共

同
住

宅
の

場
合

は
以

下
を

記
入

）

マ
ン

シ
ョ

ン
等

の
名

称
部

屋
番

号

建 物 状 況 調 査 実 施 者

①
申
請
者
か
ら
依
頼
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
の
情
報
（
元
請
け
）

建
築

士
事

務
所

名
電

話
番

号

登
録

年
月

日
年

月
日

登
録

番
号

事
務

所
の

種
別

□
一

級
建

築
士

□
二

級
建

築
士

□
木

造
建

築
士

②
調
査
を
実
施
し
た
建
築
士
が
所
属
す
る
建
築
士
事
務
所
の
情
報
（
委
託
先
）

①
と

同
じ

事
務

所
の

場
合

は
チ

ェ
ッ

ク
（

②
は

記
入

不
要

）

建
築

士
事

務
所

名
電

話
番

号

登
録

年
月

日
年

月
日

登
録

番
号

事
務

所
の

種
別

□
一

級
建

築
士

□
二

級
建

築
士

□
木

造
建

築
士

③
建
築
士
の
情
報

調
査

を
実

施
し

た
建

築
士

の
氏

名
印

建
築

士
の

種
別

□
一

級
建

築
士

□
二

級
建

築
士

□
木

造
建

築
士

登
録

を
受

け
た

都
道

府
県

※
１

建
築

士
登

録
番

号

④
調
査
し
た
建
築
士
の
受
講
し
た
講
習
の
情
報

実
施

講
習

機
関

修
了

証
明

書
番

号

年
月

日

次
世

代
住

宅
ポ

イ
ン

ト
制

度
用

イ
ン

ス
ペ

ク
シ

ョ
ン

実
施

証
明

書

リ
フ
ォ
ー
ム

※
１

一
級
建
築
士
の
場

合
は

、
記

入
不

要
。

（
指
定
）
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国 住 政 第 9 1 号

国 住 生 第 7 9 9 号

国住指第 4 2 8 4 号

平成31年４月１日

日本建築士連合会会長 殿

日本建築士事務所協会連合会会長 殿

国土交通省住宅局住宅企画官

住宅生産課長

建築指導課長

「住宅の増改築等の工事を行った場合の所得税額の特別控除制度に係る租税特別措置法施行規

則第18条の21第15項、第18条の23の２第１項及び第19条の11の３第１項から第６項までの規定に基

づき国土交通大臣が財務大臣と協議して定める書類並びに既存住宅の耐震改修を行った場合の所得

税額の特別控除制度に係る同規則第19条の11の２第１項の規定に基づき同条第２項各号に掲げる者

の国土交通大臣が財務大臣と協議して定める書類に係る証明について」の一部改正について

今般、租税特別措置法（昭和32年法律第26号 、租税特別措置法施行令（昭和32年政令第43。）

号 ）及び租税特別措置法施行規則（昭和32年大蔵省令第15号 ）の一部が改正されたことを踏。 。

まえ、本通知を別添新旧のとおり改正することにしましたので、増改築等の工事に係る証明に

関して、別添新旧の内容について十分ご留意いただきますようお願いいたします。

貴職におかれましては、貴団体会員に対しても本通知を周知していただくようお願いいたし

ます。

、 、 。また 本通知の内容については関係省庁とも協議済でありますので 念のため申し添えます

増改築等工事証明書等に係る通知の改正について

詳しくは下記ＵＲＬをご覧ください。
http://www.njr.or.jp/material/tax-service/taxinfo/01234.html
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国 住 政 第 9 0 号

国 住 生 第 8 0 0 号

国住指第 4 2 8 5 号

平成31年４月１日

日本建築士連合会会長 殿

日本建築士事務所協会連合会会長 殿

国土交通省住宅局住宅企画官

住宅生産課長

建築指導課長

「地方税法施行規則附則第７条第６項、第９項第２号、第10項第２号及び第11項第３号の規

定に基づく国土交通大臣が総務大臣と協議して定める書類（増改築等工事証明書）について」

の一部改正について

今般、地方税法（昭和25年法律第226号 ）及び地方税法施行令（昭和25年政令第245号 ）の。 。

一部が改正されたことを踏まえ、本通知を別添新旧のとおり改正することにしましたので、固

定資産税額の減額措置の適用を受けようとする者が市町村に提出する証明書（それぞれ要件を

満たす改修工事が行われたことについて建築士等が証明する書類）に関して、別添新旧の内容

について十分ご留意して発行していただきますようお願いいたします。

貴職におかれましては、貴団体会員に対しても本通知を周知していただくようお願いいたし

ます。

、 、 。また 本通知の内容については関係省庁とも協議済でありますので 念のため申し添えます

詳しくは下記ＵＲＬをご覧ください。
http://www.njr.or.jp/material/tax-service/taxinfo/01234.html
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「平成 年度建設業関係説明会」開催の御案内

広島県土木建築局建設産業課

広島県では，建設業法・経営事項審査・建設工事等の入札・契約制度等の改正等について，

次のとおり説明会を開催しますので，積極的に御参加ください。

１ 日程

日時 場所 所在地

５月 日（金）

時～ 時
十日市コミュニティセンター

三次市十日市南一丁目２－

電話 －

５月 日（月）

時～ 時
県民文化センターふくやま

福山市東桜町１－

電話 －

５月 日（火）

時～ 時
広島県民文化センター

広島市中区大手町一丁目５－３

電話 －

５月 日（木）

時～ 時
三原リージョンプラザ

三原市円一町二丁目１－１

電話 －

５月 日（金）

時～ 時
くれ絆ホール

呉市中央四丁目１－６

電話 －

※ 会場の都合上，各社１名の出席としてください。

※ 各会場ともホール内での飲食は禁止されています。

※ 公共交通機関を御利用ください。

２ 議題（約２時間

建設業法等について

建設工事等の入札・契約制度等について（測量・建設コンサルタント関係を含む。）

その他

３ 対象者

建設業者等（建設業者以外の方も特に制限しておりません。）

４ その他

事前の申込みは必要ありません。

５ お問い合わせ先

広島県土木建築局建設産業課 電話 （ダイヤルイン）
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4000

ホームページ http://www.bunka-s.co.jp/
本   社 〒113-8535 東京都文京区西片１丁目17-3 tel : 03-5844-7111
中四国支店 〒734-0013 広島県広島市南区出島2-4-49 tel : 082-256-6700

文化シヤッターにお任せください!!!2018年
度は広島県

の検査報
告受付

が始まり
ます。
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平成３１年４月８日

各関係団体長 様

広 島 県 農 林 水 産 局 長

〒 広島市中区基町

林 業 課

県産木材の利用の促進に関する指針の策定について（通知）

平素より本県の木材利用振興施策に御協力いただき厚く御礼申し上げます。

林業及び木材産業の振興による本県経済の活性化，循環型社会の形成並びに豊かな県民生活

の実現に寄与することを目的とした「広島県県産木材利用促進条例」第 条の規定に基づき，

「県産木材の利用の促進に関する基本的な指針」を策定しました。

ついては， 県産木材の利用の促進に関する施策の推進に御協力をお願いします。

担当 県産材利用促進グループ

電話

（担当者 栗栖）

詳しくは下記ＵＲＬをご覧ください。
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/86/sisinsakutei.html

AAA広島 2019.518



AAA広島 2019.5 19



＜月　間　行　事＞
� 平成３１年４月１日～平成３１年４月３０日　
⃝４月３日　　広島県消費生活課建築相談　　於：広島県生活センター� 苗村住宅委員出席

⃝４月４日　　改正業務報酬基準説明会� ９名出席

⃝４月５日　　広島県建築士事務所政経研究会監査

⃝４月９日　　改正業務報酬基準説明会� ２名出席

⃝４月１０日　　情報・編集委員会

⃝４月１１日　　マンションを中心とした改修工事における「ここが知りたいセミナー」
　　　　　　　　第５回タイル剥離防止工法勉強会� ２２名出席
　　　　　　　マンション計画修繕部会

⃝４月１３日　　建築物耐震診断等評価委員会
　　　　　　　中国新聞リフォームフェア２０１９
　　　　　　　　　於：広島県立広島産業会館� 高橋住宅委員長、川端住宅委員、大木主任出席

⃝４月１４日　　中国新聞リフォームフェア２０１９
　　　　　　　　　於：広島県立広島産業会館� 久保井理事、立石理事、大木主任出席

⃝４月１５日　　若手社員のためのビジネスマナー講座� ７名出席

⃝４月１８日　　（一社）広島県建築士事務所協会監査
　　　　　　　一級建築士を目指す技術者セミナー� ５名出席

⃝４月１９日　　広島商工会議所建設業部会正副部会長会議・通常総会・講演会
　　　　　　　　　於：広島商工会議所� 車田副会長出席

⃝４月２３日　　総務渉外委員会
　　　　　　　若手社員のためのビジネスマナー講座� ３名出席

⃝４月２４日　　青年部会　異業種交流会打ち合わせ
　　　　　　　公益社団法人日本建築積算協会２０１９年度中国四国支部意見交歓会
　　　　　　　　　於：ホテルメルパルク広島� 豊田副会長出席

⃝４月２５日　　広島市住宅相談　　　　　　　於：広島市役所� 立石指導委員長出席

⃝４月２６日　　三役会・理事会
　　　　　　　広島県建築士事務所政経研究会役員会
　　　　　　　建築物耐震診断等評価委員会

⃝４月２７日　　（一社）広島県建築士事務所協会第１９５回ゴルフコンペ
　　　　　　　　　於：戸山カンツリークラブ� ３２名参加
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＜今後の行事予定＞
⃝５月２９日　　広島県建築士事務所政経研究会　通常総会　　　
　　　　　　　（一社）広島県建築士事務所協会　定時総会
　　　　　　　（一社）広島県建築士事務所協会賛助会員部会事業報告会
　　　　　　　　　　於：リーガロイヤルホテル広島

⃝６月１２日　　建築士定期講習　　　於：広島商工会議所

⃝６月１９日　　管理建築士講習

⃝６月２７日　　建築士定期講習　　　於：福山商工会議所

⃝７月９日　　建築士定期講習　　　於：みよしまちづくりセンター

⃝７月２４日　　建築士定期講習　　　於：建築サロン
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「建築士事務所のための法律相談窓口」が簡単に！ 
 
相談したい方は、直接、委託法律事務所へ電話してください。 

※ これまでは、事務局経由で委託法律事務所へ連絡調整していました。 
 

 
 

 
建築設計・監理業務の法律関係のことでお困りの方、 
当協会の委託法律事務所が無料で相談に応じます。 
※ 協会正会員に限ります。 

※ 面談による相談です。（原則、電話による相談はできません） 

※ 面談場所は、委託法律事務所内（広島市、尾道市、三次市）です。 

※ 相談に限り無料です。 

解決に向けて事件の受任を依頼する場合などは有料です。 

※ 委託法律事務所と利害関係のある案件を除きます。 

 

 

 

 

 

≪連絡先≫ 

弁護士法人広島みらい法律事務所 
（協会委託法律事務所） 

電話 082-511-7772 受付時間 9：00～18：00（平日） 

 

※ 電話の際、「当協会の法律相談」である旨、「当協会会員」である旨を 

お伝えください。 
 

※ 相談については法律事務所限りとしています。 

相談者名や相談内容の詳細については、法律事務所から当協会への

報告はありません。 
 

※ 相談者から当協会への連絡の必要はありません。 

建築士事務所のための法律相談窓口 

まずは、気軽に法律事務所へご一報を！ 
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（太平洋マテリアル㈱  中四国支社  広島営業部内）

☎　082-262-3110

☎　0849-33-4704

☎　0827-22-1266

☎　082-277-2371

☎　082-272-3773

☎　082-236-6333

㈱ 愛 晃

ア マ ノ 企 業 ㈱

㈱カシワバラ・コーポレーション

㈱ カ ネ キ

小 島 建 興 ㈱

㈱コンステック広島支店

☎　082-295-8600

☎　082-291-1631

☎　082-516-1070

☎　082-497-4777

☎　082-238-3511

三 共 化 学 工 業 ㈱

㈱ サ ン ゼ オ ン

㈱ テ ク シ ー ド

東興ジオテック㈱広島支店

宮 本 塗 装 工 業 ㈱
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介
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。
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を
ご
活
用
くだ
さい
ま
す
よ
うご
案
内
申
し上

げ
ま
す
。 記

１
.講
義
内
容
（
各
日

9：
30
～

16
：

30
昼
食
休
憩
を
含
み
ま
す
）

講
 

 
 

義
 

 
 

内
 

 
 

容

仕 上

1
日

目
午

前
建

築
数

量
積

算
基

準
の

概
略

解
説

(仕
上

・
そ

の
他

)、
内

装
拾

い
の

解
説

と
実

習

午
後

内
装

集
計

と
数

量
チ

ェ
ッ

ク
、

外
装

拾
い

の
解

説
と

実
習

、
外

装
集

計
と

数
量

チ
ェ

ッ
ク

2
日

目
午

前
建

具
・

木
材

拾
い

の
解

説
と

実
習

、
工

種
別

集
計

午
後

内
訳

書
作

成
の

解
説

と
実

習
、

積
算

デ
ー

タ
の

整
理

と
活

用

躯 体

1
日

目
午

前
建

築
数

量
積

算
基

準
の

概
略

解
説

(仮
設

、
土

工
･
地

業
及

び
躯

体
)仮

設
拾

い
の

解
説

と
実

習

午
後

土
工

・
地

業
の

解
説

と
実

習
、

Ｒ
Ｃ

躯
体

(基
礎

・
土

間
)の

解
説

と
実

習

2
日

目
午

前
Ｒ

Ｃ
躯

体
拾

い
の

解
説

と
実

習

午
後

Ｒ
Ｃ

躯
体

拾
い

の
解

説
と

実
習

、
Ｒ

Ｃ
躯

体
集

計
と

数
量

チ
ェ

ッ
ク

２
．
講

  
師

  
公
益
社
団
法
人
日
本
建
築
積
算
協
会
中
国
四
国
支
部

専
任
講
師

３
．
受
講
料

区
  

 分
仕
上
・躯
体
共

仕
上
の
み

躯
体
の
み

積
算
協
会
会
員

２
８
，
０
０
０
円

１
４
，
０
０
０
円

１
４
，
０
０
０
円

建
築
積
算
士
･協
賛
団
体
会
員
･官
庁

３
０
，
０
０
０
円

１
５
，
０
０
０
円

１
５
，
０
０
０
円

一
  

般
３
２
，
０
０
０
円

１
６
，
０
０
０
円

１
６
，
０
０
０
円

＊
テ
キ
ス
ト代

･実
習
用
教
材
は
含
ま
れ
て
お
りま
せ
ん
。

～
少

人
数
の

講
習

会
～

「建
築
数
量
積
算
の
実
務
」講

習
会
の
ご
案
内積
算
レ
ベ
ル

★
★
☆

(中
級

)
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建
築
積
算
実
習
用
教
材
の
ご
紹
介

中
国
四
国
支
部
で
作
成
し
た
実
習

用
教
材
を
使
い
、
ひ
と
つ
の
建
物

を
、数

量
拾
い
か
ら集

計
・内
訳
書

の
作
成
ま
で
を
実
際
に
体
験
し
、建

築
数
量
積
算
基
準
に
則
った
建
築

積
算
を
学
ん
で
い
た
だ
きた
い
と考

え
て
お
りま
す
。

*こ
の
教
材
に
は
、
鉄
骨
・屋

外
施
設
等
の
内

容
は
含
ん
で
お
りま
せ
ん
。

南
立

面
図

2
階

平
面

図

矩
計

図

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

受
講

申
込

書
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
0

1
9

年
 

 
月

 
 

日

「
建
築
数
量
積
算
の
実
務
」
講
習
会
（
広
島
会
場
）

勤
務

先
住

所

勤
務

先
名

：

請
求
書
希
望
☑
□

ご
請
求
書
宛
名
→
（

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

 
  

）

〒
-

T
E

L
(

 
 

) 
 

-
F

A
X

(
)

-

E
-
m

a
il

受
講

票
送

付
先

(勤
務

先
以

外

の
場

合
）

〒
-

T
E

L
( 

 
 

) 
 

-
F

A
X

(
)

-

E
-
m

a
il

氏
 

 
名

（
フ

リ
ガ

ナ
）

積
算

経
験

受
講

内
容

（
○

で
囲

ん
で

く
だ

さ
い

）
受

講
料

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

年
・
仕

上
＆

躯
体

共

・
仕

上
の

み
 

 
・
躯

体
の

み
円

該
当

す
る

所
属

の
登

録
番

号
を

記
入

□
積

算
協

会
会

員
（

N
o
. 

 
 

 
 

 
）

 
 

□
協

賛
団

体
会

員

□
建

築
積

算
士

（
N

o
. 

 
）

 
 

□
官

公
庁

 
 

 
 

 
□

一
般

 
 

テ キ ス ト

□
「

建
築

積
算

(別
冊

含
)」

(当
協

会
発

行
)

2
,0

6
0

円
(税

込
)□

「
建

築
数

量
積

算
基

準
･
同

解
説

」
 

 
 

 
4

,3
2

0
円

(税
込

)□

「
建

築
工

事
内

訳
書

標
準

書
式

・
同

解
説

」
4

,9
7

0
円

(税
込

)☑

「
実

習
用

教
材

」
（

必
須

) 
 

 
 

 
 

 
 

2
,0

6
0

円
(税

込
)

テ
キ

ス
ト

+
受

講
料

合
計

(
お

振
込

金
額

)

 
 

 
 

 
 

円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
会

場
案

内
図

（
要

・
不

要
）

◇
受

講
票

送
付

先
が

未
記

入
の

場
合

は
勤

務
先

へ
お

送
り

し
ま

す
。

◇
携

行
品

：
筆

記
用

具
、

電
卓

、
テ

キ
ス

ト
を

既
に

お
持

ち
の

方
は

ご
持

参
く

だ
さ

い
。

受
講

申
込

書
に

受
講

番
号

を
記

載
し

て
ご

返
送

い
た

し
ま

す
⇒

受
講

番
号

E-
m

ai
l t

hu
go

ku
sh

ik
ok

u@
bs

ij.
or

.jp
FA

X0
82

-2
21

-9
79

4

通
信

欄
：

４
.日
程
・会
場

開
催
地

開
催

日
会

  
場

定
員

広
島
会
場

仕 上

20
19
年

6
月

15
日
（
土
）

20
19
年

6
月

16
日
（
日
）

(公
社

)日
本
建
築
積
算
協
会

中
国
四
国
支
部
事
務
局

広
島
市
中
区
八
丁
堀

3-
12

砂
原
ﾋﾞ
ﾙ

30
1

TE
L（

08
2）

22
1-

97
59

１
４
名

躯 体

20
19
年

6
月

22
日
（
土
）

20
19
年

6
月

23
日
（
日
）

＊
定
員
に
な
り次

第
締
切
りま
す

５
．
テ
キ
ス
ト

『建
築
積
算

(別
冊
含

)』
（
当
協
会
発
行
）

  
  

2,
06

0
円
（
税
込
）

『建
築
数
量
積
算
基
準
･同
解
説
』平
成

29
年
版

  
4,

32
0
円
（
税
込
）

『建
築
工
事
内
訳
書
標
準
書
式
・同
解
説
』平
成

30
年
版

4,
97

0
円
（
税
込
）

実
習
用
教
材
（
必
須
）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
2,

06
0
円
（
税
込
）

６
．
申
込
方
法

  
①
申
込
書
を

E-
m

ai
l、

FA
X
また
は
郵
便
で
お
送
りく
だ
さい
。

  
  

  
  

  
 
②
受
講
料
を
下
記
送
金
先
へ
ご
送
金
くだ
さい
。

受
講
料
は
原
則
とし
て
前
納
で
す
。恐

縮
で
す
が
送
金
手
数
料
は
ご
負
担
くだ
さい
。

③
受
講
票
を
お
送
りし
ま
す
の
で
、当

日
ご
持
参
くだ
さい
。

７
．
申
込
先

（
公
社
）
日
本
建
築
積
算
協
会

中
国
四
国
支
部

  
  

  
〒

73
0-

00
13

広
島
市
中
区
八
丁
堀

3-
12
砂
原
ビル

30
1

  
  

  
  

  
  

TE
L０
８
２
－
２
２
１
－
９
７
５
９

  
FA

X０
８
２
－
２
２
１
－
９
７
９
４

８
．
送
金
先

  
 

  
  

  
  

  
 ※
受
講
日
の

3
日
前
ま
で
に
は
お
振
込
くだ
さい
。

９
. 
そ
の
他

  
  

 ①
鉄
骨
・屋
外
施
設
等
・改
修
・発
生
材
処
理
は
今
回
の
内
容
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

②
欠
席
の
場
合
、ご
注
文
の
テ
キ
ス
トと
実
習
用
教
材
及
び
資
料
は
お
送
りし
ま
す
が
、

受
講
料
の
返
金
は
い
た
しか
ね
ま
す
。

③
参
加
人
数
が
少
な
い
場
合
は
中
止
とす
る
こと
も
あ
りま
す
の
で
予
め
ご
了
承
くだ
さい
。

10
.会
場
詳
細

  
 案

内
図
は
受
講
票
とＦ

Ａ
Ｘ
に
て
お
送
りし
ま
す
。

（
公
社
）
日
本
建
築
積
算
協
会
中
国
四
国
支
部

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

振
替
貯
金

(郵
便
振
替

)口
座
番
号
０
１
３
０
０
－
７
－
５
５
４
９
４

■
積
算
協
会
、建

築
士
会
、建

築
CP

D
情
報
提
供
制
度
の
認
定
プ
ログ
ラム
・・
・C

PD
単
位

  
最
大

24
単
位

後
援

  
国
土
交
通
省

主
催

  
(公
社

)日
本
建
築
積
算
協
会
中
国
四
国
支
部

協
賛

  
(公
社

)広
島
県
建
築
士
会
、(
一
社

)広
島
県
建
築
士
事
務
所
協
会
、(
一
社

)広
島
県
建
設
工
業
協
会

少
な
い
人
数
の
方
を
対
象
に
時
間
を
か
け
て
、じ
っく
り学

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う企

画
い
た
しま
した
。

支
部
で
作
成
した
実
習
用
教
材
（
Ｒ
Ｃ
造
一
部
２
階
建
、延

べ
11

2.
50

㎡
）
を
使
い
、『
建
築
数
量
積
算
基
準
』に
則
った
講

習
会
を
開
催
しま
す
。こ
の
講
習
会
は
ひ
とつ
の
建
物
を
教
材
とし
て
建
築
積
算
の
実
務
を
学
習
す
る
も
の
で
、解

説
と実

習
を
通
して
数

量
拾
い
か
ら集

計
･内
訳
書
の
作
成
ま
で
を体

験
して
い
た
だ
け
ま
す
。

既
に
仕
上
か
躯
体
ま
た
は
建
具
等
の
部
分
的
な
積
算
を
習
得
され
て
い
る
方
、独

自
の
手
法
で
積
算
され
て
い
る
方
、値

入
れ
･チ
ェ

ック
業
務
を
主
に
担
当
され
て
い
る
方
を
対
象
とし
て
い
ま
す
。仕

上
ま
た
は
躯
体
の
部
分
受
講
も
可
能
で
す
が
全
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
を
ご
活
用
くだ
さい
ま
す
よ
うご
案
内
申
し上

げ
ま
す
。 記

１
.講
義
内
容
（
各
日

9：
30
～

16
：

30
昼
食
休
憩
を
含
み
ま
す
）

講
 

 
 

義
 

 
 

内
 

 
 

容

仕 上

1
日

目
午

前
建

築
数

量
積

算
基

準
の

概
略

解
説

(仕
上

・
そ

の
他

)、
内

装
拾

い
の

解
説

と
実

習

午
後

内
装

集
計

と
数

量
チ

ェ
ッ

ク
、

外
装

拾
い

の
解

説
と

実
習

、
外

装
集

計
と

数
量

チ
ェ

ッ
ク

2
日

目
午

前
建

具
・

木
材

拾
い

の
解

説
と

実
習

、
工

種
別

集
計

午
後

内
訳

書
作

成
の

解
説

と
実

習
、

積
算

デ
ー

タ
の

整
理

と
活

用

躯 体

1
日

目
午

前
建

築
数

量
積

算
基

準
の

概
略

解
説

(仮
設

、
土

工
･
地

業
及

び
躯

体
)仮

設
拾

い
の

解
説

と
実

習

午
後

土
工

・
地

業
の

解
説

と
実

習
、

Ｒ
Ｃ

躯
体

(基
礎

・
土

間
)の

解
説

と
実

習

2
日

目
午

前
Ｒ

Ｃ
躯

体
拾

い
の

解
説

と
実

習

午
後

Ｒ
Ｃ

躯
体

拾
い

の
解

説
と

実
習

、
Ｒ

Ｃ
躯

体
集

計
と

数
量

チ
ェ

ッ
ク

２
．
講

  
師

  
公
益
社
団
法
人
日
本
建
築
積
算
協
会
中
国
四
国
支
部

専
任
講
師

３
．
受
講
料

区
  

 分
仕
上
・躯
体
共

仕
上
の
み

躯
体
の
み

積
算
協
会
会
員

２
８
，
０
０
０
円

１
４
，
０
０
０
円

１
４
，
０
０
０
円

建
築
積
算
士
･協
賛
団
体
会
員
･官
庁

３
０
，
０
０
０
円

１
５
，
０
０
０
円

１
５
，
０
０
０
円

一
  

般
３
２
，
０
０
０
円

１
６
，
０
０
０
円

１
６
，
０
０
０
円

＊
テ
キ
ス
ト代

･実
習
用
教
材
は
含
ま
れ
て
お
りま
せ
ん
。

～
少

人
数
の

講
習

会
～

「建
築
数
量
積
算
の
実
務
」講

習
会
の
ご
案
内積
算
レ
ベ
ル

★
★
☆

(中
級

)
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※3　JIA入会予定の方は中国支部事務局にお申し出下さい。

ふりがな

所属支部

会員番号

設計者

所属（勤務先）

氏名

JIA会員は会員番号※3

ふりがな

TEL

TEL

建築主

住　　　所

氏名
または
名称

ふりがな

TEL

施工者

住　　　所

会社名

ふりがな

E-mail
TEL

〒

連絡先

住　　　所

担当者
氏名

[店名]五一八（読み　ゴイチハチ）　[店番]518　普通預金　[口座番号]19412321

振込先　　　　　　　　　　ゆうちょ銀行　記号15190　番号19412321

　　　　　　　　　　　　　　 口座名　公益社団法人　日本建築家協会中国支部

※他の記入機関からのお振込の場合は下記の内容をご指定ください

※1　現地審査時にカーナビ入力します。必要があれば別途カーナビ用の住所を記載下さい。

※2　2009年1月1日から2019年3月31日までに竣工したものを応募対象とします。

作　品　名

作品所在地（住所）※1

竣工年月日※2 　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　　　月

　　・　一般建築部門　　　　　　　　　　　　　・住宅部門

　　　　　　　　　　　　　  　　　造  　　　　　　　　　階建

敷地面積：　　　　　　　　　㎡　　　　延床面積：　　　　　　　　　㎡　

部門（○を記入）

主　要　用　途

構　造・階　数

面　　積

（公社）日本建築家協会　中国支部
第11回　JIA中国建築大賞　2019　応募申込書兼作品概要

応募作品概要

 
FAX
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この度のリレーエッセイのご依頼が、「私とお酒」と
いう内容だったもので、皆様があまりご経験ない仕事
のお食事処「栄助」のチョットたしたエピソードを掲
載させて頂きます。
まず、広島県庁の職員が何故「栄助」なの？とほと
んどの方がおっしゃいますが、趣味の延長、気の迷い
程度とご推測くださいませ。
それでは、なぜ、このような「居酒屋のおっさん」
になったかということを、簡単に説明いたします。
私が思い描いていた最終目的は「栄助」が美味しい
酒、美味しい肴、そして美味しい話が味わえる場にし
たかったのです。
そして最後の、美味しい話が一番の味噌で、「栄助に
来ると何かいい話があるよね！」、「いい情報が入って
いるかも？」、「こんな人を紹介してもらえない？」・・・
このような、皆様の思いを一緒に叶えていける場所
にしたかったのです。
「栄助」という名前は、香川県の豊島（離島）にあ
る実家の屋号ではありますが、皆様をお助けしながら
栄えていくという意味にも取れますので、この店に最
もふさわしい名前だと思っておりました。
そして、３年余りこの職に就きましたが、この間、
ひろしま出会いサポーターズの「いとりカフェ」さん
と協力して婚活イベントを開催いたしました。これ
は、フィーリングカップル５対５、お見合い回転ずし
のようなものです。栄助で開催したこの会での男女の
マッチング率は４割程度と結構高かったので喜んでお
りました。
また、栄助の「チョットした趣味の会」では、皆様

㈱重藤組広島支店一級建築士事務所
三宅　智之　

大阪生まれで、広島工業大学卒業後に広島県庁に入庁、満期退職後、お食事処「栄助」を開店、現
在は岡山市内に本社のある㈱重藤組広島支店に勤務しています。
座右の銘は特にありませんが、サムエル・ウルマンの「青春」という詩が私達壮年の応援歌と思っ
ています。まずはご一読を・・・

第159回

栄助店内

オープニングセレモニー

「栄助」ロゴと看板犬の「丸」
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が日ごろから鍛錬されている特技を披露していただき、ワインを飲みながら、皆様と楽しいひと時を
過ごさせていただきました。
この他にも、いろんな方とご縁を持てたのは私にとって最高の喜びでした。
今後は、このご縁を大切にしていきながら、現職でも頑張って行こうと思います。

最後にこれは「私とお酒」というリレーエッセイなので、次の３種類のお酒をご紹介させていただ
きます。
　①君の井酒造㈱の君の井「純米」→新潟県産
　　※雪解け水のようにあっさりとした味わいの中に穏やかな香りが広がります。
　②北村醸造場の菊文明「吟醸原酒」→庄原市東城町産
　　※�石灰岩を多く含んだカルスト台地から湧き出る硬水で仕込んだしっかりとした辛口の酒は中

国山地の清涼な湧水、良質な酒米として寒冷な気候が織りなした作品で、とろりとした原酒
は一度味わうと忘れられません。

　③香川県の豊島産を使用したレモンサワー
　　※�１０月末から来年の６月頃までに豊島で収穫された無農薬レモン、甲類焼酎、強炭酸、そして

氷のみで作るレモンサワーです。
　　　作り方
　　　●冷やしたグラスに氷を入れ甲類焼酎と強炭酸を加えます。
　　　●半月状に切った豊島レモンを、皮を下にして３～４枚絞り込み、軽くかき回せば出来上がり。
　　　豊島レモンそのものの酸味と旨みがダイレクトに味わえ、特に女性の方に人気が有りました。

①君の井「純米」 ②菊文明「吟醸原酒」 ③豊島の無農薬レモン

チョットした趣味の会
「いとりカフェ」の様子
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会員の皆様、「私とお酒」の投稿を随時募集しております。
　協会（電話（０8２）２２１－０6００）までお問い合わせください。



第94回

　はじめまして！プロテニスプレイヤーの岡崎宏美です。（プロレス観戦後の）飲み会で文化シヤッ
ターの熊野さんとお知り合いになり、スポーツの話で大変盛り上がりました。その中で現在私が普及
活動に力を入れているビーチテニスのことをもっと広めるために、コラムを書いてはどうかと紹介し
ていただきました。

　みなさん、「ビーチテニス」って知ってますか？

　今、私のお気に入りのスポーツ！
　そして、皆さんに、ぜひ体験してもらいたいス
ポーツです！
　その名の通りビーチ！砂浜で！

　私はテニスのプロ選手として国内外へ遠征に
行っていましたが、５年前にビーチテニスを初体
験し、今は坂町水尻のベイサイドビーチ坂を拠点
とし練習をしています。

　まず、よく聞かれる質問
　「ビーチでバウンドするの？」
　「しません。ノーバウンドです。下に落ちたら失点」

Hiromi�Smile�Tennis�代表
日本ビーチテニス連盟広島県支部

 � 支部長　岡崎　宏美

・仕事をするにあたって心掛けていること（ポリシー）：笑顔で
・座右の銘：いつも心に太陽を
・好きな食べもの：パクチー
・趣味：映画、漫画（キングダム・スラムダンク）

ビーチでテニス
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私の
お気に
入り

「私のお気に入り」は、協会ホームページ内（https://h-aaa.jp）の「京口門日記」に
カラー版を掲載しております。



　「コートの大きさは？」
　「８×１6�ｍでビーチバレーと同じ大きさで、ネットの高さは１7０�cm。バドミントンが１5０�cmなので少
し高いですね」

　「ボールとラケットは？」
　「硬式のボールより柔らかくしたオレンジのボールを使用し、ラ
ケットはテニスより短い（5０�cm）、パドルという専用のラケットを使
用します」

　「点数は？」
　「硬式テニスと同じで１5－０、３０－０と数えます。サーブは１本。
コートに入ればどこでもOK！２対２で行うダブルスが基本。テニス
とバレーとバドミントンを掛け合わせたようなスポーツです。」

　ビーチテニスは、イタリア発祥、日本に来て１０年。まだまだ新しい
ビーチスポーツ。
　広島では現在、私が日本ビーチテニス連盟広島県支部として、普及活動をし、自身も国内・国際大
会に参戦中。
世界ランキング　１１7位（２０１9/０4/０8付）日本ランキング　１０位（２０１9/０３/１5付）

　砂で足はとられ、風の影響もテニス以上に受ける。思うように動けないストレスはあるが、そこが
面白い。風に煽られボールは揺れ、高いネットに阻まれ、テニスの技術だけではできないもどかしさ
も楽しい。砂にダイブするのも新感覚！！ルールも簡単。ぜひ色んな人に知ってもらいたい、体験し
てもらいたいです。

体験会は５/１１（土）１０～１２時　場所はベイサイドビーチ坂（広島県安芸郡坂町水尻地先）
そして、広島県で年に１度の公式戦を開催します。
【�JTA�ツアー広島オープンビーチテニス大会】
　５/２5（土）ミックス（男女混合）ダブルス
　５/２6（日）男子・女子ダブルス
　大会開催期間中の午後から体験コートを開放します。
　全国から集まったトップ選手の迫力あるプレーを観にきてください。
　もれなく協賛会社も募集中！（笑）

≪お問い合わせ≫
・Hiromi�Smile�TennisのHP
　Mail：hiromi_smile_tennis@yahoo.co.jp
・日本ビーチテニス連盟広島県支部　Facebook�ページ、Instagram�も更新中
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会員の皆様、「私のお気に入り」の投稿を随時募集しております。
　協会（電話（０8２）２２１－０6００）までお問い合わせください。



 賛助会員
会社名・代表者名 所　在　地 ＴＥＬ 営�業�品�目

圓光産業株式会社
代表取締役　圓光　幸治
紹介者：さくら建築設計株式会社

〒７２２-２１０２
尾道市因島重井町
４７４-２５

（０８４５）  
２５-１１１５ 建築・土木、屋外鋼構造物の

溶融亜鉛めっきその他表面処
理。

ＦＡＸ
（０８４５）  
２５-１１８１

人口減少、特に建設業従事者減少の道を突き進んでいる今日、ライフサイクルコストの低減
に貢献する溶融亜鉛めっきの長所・短所を設計士の方に知っていただいて、もっともっと活
用していただきたいと考えております。

（正会員）
　１．代表者変更
　　○丸福建材工業㈱一級建築士事務所
　　　新：代表取締役　長島　周平　�� � 　旧：代表取締役　長島　隆良

　　○ワウハウス㈱本社営業部二級建築士事務所
　　　新：代表取締役　中島　美彦� � � 　旧：代表取締役　藤井　義男
　　
　　○㈱竹中工務店広島一級建築士事務所
　　　新：代表取締役　佐々木　正人�� � 　旧：代表取締役　宮下　正裕

（賛助会員）
　１．事務所所在地変更
　　○㈱ストーンオフィス・モリシタ
　　　新：〒7３３-０００5　広島市西区三滝町７－４
　　　旧：〒7３３-０8０３　広島市西区竜王町４－４－１０３
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編　集　後　記

４月１３日に協会ホームページが新しくなりました。シンプルで分りやすいものを目指し、またスマ

ホ閲覧にも対応したので以前よりも使い勝手が良くなっています。まだご覧になられていない方は是

非、アクセスしてみてください。（URL�https://h-aaa.jp/）

元号が「平成」から「令和」へと変わりました。この編集後記を書いているのはまだ４月なので、

改元の瞬間、時代が動く瞬間に自分がどんな思いを持つのか、そして「令和」の時代がどんな時代に

なっていくのか。何故だか分りませんが心のどこかでは緊張しています。たぶん「平成」が始まった

頃はまだ私は２歳と数か月で、全く覚えていないのだからだと思いますが…。

新しい時代へは、働き方改革や格差問題などの社会の宿題もそのまま引き継がれていきますが、少

しでも好転し、人が少しでも心に余裕を持って生きていける時代になっていってくれればと願うばか

りです。

� 長谷川　彩子　 　　
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12回

３．原稿は、希望掲載月の前の月の１０日までにご提出ください。
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会　員

会員：（一社）広島県建築士事務所協会の正会員及び賛助会員

サイズ 1/4 1/2 １ページ

会員外 会員外

60,000

申込者 会　員 会員外 会　員
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36,000
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２．原稿は、申込者が作成してください。

広告申込書　　
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担当者ご氏名

Ｔ　Ｅ　Ｌ Ｆ　Ａ　Ｘ
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【お問合先・お申込先】　　（一社）広島県建築士事務所協会　　〒730-0013  広島市中区八丁堀5-23オガワビル２階
　　　　　　　　　　　　　　　　　  電話　082-221-0600      ＦＡＸ　082-221-8400    Ｅ－メール　info@h-aaa.jp
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広告の名称（表題）

広告サイズ 1/4 1/2

　　　会報誌発行時の広告チラシやパンフレットの有料折込

毎月の会報発行時に貴社の広告チラシや製品パンフレット等を有料で同封いたします！
お受け可能なサイズ等、詳しくは事務局までお気軽にお問い合わせください。
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